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MASRLモデルの枠組みにおける
課題遂行中のメタ認知的経験の役割の検討










































験は，原因帰属(赤間，2007; Metallidou & Efklides,2001)や課題領域の自己概










































































































ごとに 4 件法で求めた。例えば困難さの知覚の場合， 1 )易しい， 2 )少し
難しい， 3 )難しい， 4 )非常に難しい，であった。
自己統制 どのような自己統制を行ったかを測定する赤間(2013)の尺度を
使用した。自身の制御( 4 項目)，遂行過程の制御( 3 項目)の 2 つの下位尺
度からなり， 1 )まったく当てはまらない，から 7 )非常に当てはまる，ま
での 7 件法で回答を求めた。各尺度のα係数は，自身の制御，遂行過程の
制御の順に，. 85，. 74と十分な値であった。






に示した。目標設定は，メタ認知的経験(r＝－. 43, p＜. 001)，遂行過程の制
御(r＝. 22, p＜. 01)，遂行結果(r＝. 30, p＜. 001)と正の相関関係にあった。目
標が高いほど，高い水準の遂行結果であったことは，これまでの研究結果
と一致する(例えば Locke & Latham, 2002; Phillips & Gully, 1997)。メタ認知的
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経験は遂行結果と負の相関関係にあり(r＝－. 37, p＜. 001)，課題処理の流暢
性が高いほど遂行結果が良い傾向が見られた。自身の制御(r＝. 18, p＜. 05)







度分析を行った。その結果，適合度は GFI＝. 99, AGFI＝. 95, RMSEA＝
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